
Lung Cancer Chemotherapy 
Expert Meeting

2019年5月9日（木）19:00～20:45
島根大学医学部附属病院みらい棟4F 「ギャラクシー」
〒693-0021 島根県出雲市塩冶町89-1 TEL：0853-23-2111

日時

会場

一般演題

特別講演

座長：島根県立中央病院 呼吸器科 部長 久良木 隆繁 先生

座長：島根大学医学部附属病院 呼吸器・化学療法内科
講師 津端 由佳里 先生

演者：日本医科大学大学院医学研究科 呼吸器内科学分野
講師 峯岸 裕司 先生

拝啓
時下、先生方におかれましてはますますご清栄のことお喜び申し上げます。
平素は弊社製品に関してまして別格のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
この度、LungCancer ChemotherapyExpert Meetingを開催させていただく運びとなりました。
先生におかれましてはご多忙中誠に恐縮ではございますが、ご臨席賜りますようご案内申し上げます。

謹白

『 激動の進行期非小細胞肺癌治療
レジメン選択をどう考えるか？ 』

主催：大鵬薬品工業株式会社
会場にて軽食をご用意しております。

19:00～19:30

演者Ⅰ：島根大学医学部附属病院 呼吸器・化学療法内科
堀田 尚誠 先生

「 免疫チェックポイント阻害薬の効果予測因子について(PD-L1を除く) 」

演者Ⅱ：島根県立中央病院 呼吸器外科 部長 阪本 仁 先生
「 当院において術前化学放射線療法/化学療法を施行した症例の検討 」

特別発言

島根大学医学部内科学講座呼吸器・臨床腫瘍学
教授 礒部 威 先生

19:30～20:30

20:30～20:45

博士課程選択科目：「臨床腫瘍学総論（D2）」、「臨床腫瘍学VI（D33）」 、「地域がん治療学（D37-1）」、
「がん医療社会学（D37-3）」「臓器病態学III（D65）」、「薬物動態学I（D70）」、「感染症学I（D83）」
「腫瘍生物学III（Ｄ26）」、「腫瘍免疫学Ⅰ（Ｄ79）」


